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海員の 立場よ り見 たる端艇降下裝置

東京高等商船學校教授 關 iー丿 武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abs七ract ．

　　　　　The 　 Boat 　Lowering 　Gears　 as 　 seen 　frorn　the　 Standpoint　o 〔 Seamen ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By 　Takeshi　 Sekigawa．

　　The 　 m 乱 rine 　 casualties 　in　 Japan　are 　said 　 to　have　the　largest　percentage　ill

the　world ．　 And 　the　loss　of 皿 any 　human 　lives　is　reported 　to　 be　 caused 　 chie 且y
by　the　la（k　of　proper　arrangement 　 of 　boat　Iowering 　gears　on 　board　ships ．

　I　hereby　deshB　very 　practica！ and 　e 雌 cient 　boat　divits　to　be　invented　by

ship −builders　in　this　country
，
　 although 　there　 are 　 many 　types　 of　foreign皿 ade

davits．

The 　followi皿 g　is　strongty 　recommended 　to　their　consideration ：
一

　（1〕 Davits　 shall 　be　 si皿 ply　construeted 　 so　 as 　to　enable 　 anybody 　to　control

them ．

　（2） Davits　shall 　be　 fiも右ed 　 with 　gears　 of 　 su 〔且cient 　power 　to　ensure 　the　bo1佃

tD　be　Iowered　under 　any 　circumstances ．

　（3）　Boats　 sha 且 be 　 s七〇wed 　 on 　 the　 uppermost 　deck　if　possible ，
呂 s　it　is　a 　naturaI

tend 巳ncy 　with 　any 　and 　every 　body　to　go　up 　tQ　higher　plaees　when もhe　sh 三p　is

．s呈nking ・

　（4） Boats　 shall 　be　 s 就 ely 　Iowered　 with 　 a 　full　complement 　 of 　persons 　and 　equip −

ment ，
　and 　also　con わrolLed　by　persons　in　the　boatS．

　（5）　The 　 cost 　 of　 davits　shall 　be　reasonable ．

　The 　 designer　of 　davits　mus 七 consider 　the　 conditions 　of 　ship ヨ in　peril　and もhe

state 　of　the　sea ，　and 　understand 　the　di〔且culties 　attendantupon 　the　operation 　of

lowering　boats．

　海難の 爲 に ． 多數 の 人命 を失 つ た例は ，古來甚だ多 く、彼 の 英國汽船 S．S．“ Titanic ”

が 、
20 年

程 前に．大西洋で 氷山 と衝突 して 沈沒 した時な どは．1531名と云 ふ夥 しい 溺死者 を出 した の で あ りま

す 。 我 國は世界で 第 3位 をほ こ る大海運國で あ りなが ら．海難 の 多 い 點 で は ．世 界第 1 位 と云 は れ る
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程で
． 夫が爲め に ．最近遞信省で は臨時海難調査會を設け．海事關係の 主腦者を集めて 海難防止方法

を調査 して 居 る よ うな有様で あ ります 。

　扨 て 船舶に 於 て ．人命救助 の 主 なる設備と申 します と、云 ふ 迄 もなく、Iife　boat で あ りま して 、之

を逋當に格納 し、安全迅蓮 に降下 す る裝置に付 て は 、世界各國の 當業者が甚だ苦心 して 研究 を怠らぬ

處で あ lpます 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 h ギ

　端艇降下 裝置には．圖の 如 く．古 くか ら使はれて居る鉤型．或は areh 型．叉 は 1 本 の davitの み

を使用す る もの 、或 は quadrant の 下部が 齒車に な つ て 居 る重力式、又は serew に依 つ て 測方の 支

柱 を伸縮す る裝置、或は傾斜 した軌道上 を滑る新式 の 重 力式 など色 々 の 種類が あ ります 。

　我 國の 船舶に探用 され て 居 る普逋の 式 は ．鉤型 皀Pち radial 　davit と Welin　 quadrant　 davit 及び

Maclachlan　graVity　davitで あ りますか ら、此の 代表的 な 3者に付 て 、意見を述 べ て み た い と思ふ の

で あ ります 。

　第 1 の radial 　 davitは普通 の 造船所で 、容易 に且 つ 安價に製造す る事が 出來、叉海員は古 くか ら此

の 式 を使ひ 慣れて ＃−fy扱に熟練 して 居 りますか ら 、 多少 の 不 便が あつ て も、 倫當分 の 聞は廣 く
一

般の

船に使用 され る事 と思 ふ の で あ 1）ます 。 此 の 式 の 缺點 とする所は．圖の よ うに船體が横に傾斜 します

と、高舷 の boat は格納 の 位置か ら、　 davi七 を囘轉して 、舷外に振出す事が甚だ 困難とな りま す か

ら、大形 の 船舶 に於 て は 、當然 daviむを機械的 に囘轉する何等か の 裝置が別 に必要 となつ て 來る の で

あ ります 。 又 此 の 歌態に於 て は、boat を水 面迄 降下 す る時 に 、　 boat が 舷側 と接觸 して ．作業が甚 だ

困難となる事が あ ります。 次 に低舷の boa七は自身の重 さで 容易に振 出され ますが ．傾 斜 の 甚 しい 場

合 には 、餘 りに激 しく振出され ． 反つ て 各部に損傷を與へ る憂が あ ります 。 此 の davit に於て 、船内

の 格納位置か ら水面迄 boat を降下す る に要す る時聞は 、種 k の 状況 に依 つ て 甚だ し く不 齊
一で あ り

ますが ．普通 に は 2〜 3 分 も掛 り．族客 の 動作如何 に依つ て は、更 に數分を要する もの と見なければ

k ウませ ん 。

　 次 は Welin　quadrant 　davi七 で あ りますが ．之は radial 　davit の 缺點 を改良 して
． 船體が 横に 傾

斜 して 居 る場合で も、高舷の boat を容易に振 り出 し得 る よ うに．　 davit が約 60 度迄傾斜す る事 の

出來 る裝置で あつ て ．重 力を利用 して居 る點が特徴となつ て 居 ります 。 此 の davitは boatの 前後に

設置す る關係か ら、
boat　deek の 面積を餘分に取 られ る不利が あ りますが ．降下 に要す る時間 は普通

1〜 2 分 と云 ふ よ う に減ぜ られて 參つ た の で あ ります 。

　最後の Maelaehlan 式重力 davitは．此 雛型 に依 て 御覽 の 通 り
、
boat は甲板か ら離れ て 、約 30度

の 傾斜 を持 つ た rail 上に 置かれて 居 り ま す か ら．使用 の 際は此の 固定 用の rope を遣 り放つ て ．

brake を弛め ます と．重力 に依 っ て boat は 自然に落下 し．從つ て 迅速に降す事が出來 るの で あ りま

す 。 今此の 雛型 を動か し て御覽 に入 れ ますが 、先づ boat を止め て 居 る既等の rope を取除 い て ．　brake

を弛めます と ． 斯樣 に見事に降下 し．又 boat を吊つ て 居 る 2本の wire 即ち boat　fallは同樣 tC伸
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ぴ て 、boat を何時 も水平 に保つ C居 1）ます 。 此の 式に依つ て boatを降下す るに要す る時聞は 、僅か に

20 〜 30 秒 と云 はれ て 居 ります 。 所 で 此 の 式 の 有利 な る點 と 申します と、boat を格 納す る 爲 に甲板面

を少 し も塞 が ぬ 事 と、brake さ へ 弛 め れ ば ．　 boat は 自饂 の 重 さで 迅 速 に 降下 し得 る 點 とで あ り ま す

が 、其 代 り船體が前後 に甚だ L く傾斜 して 沈沒 しつ k あ る樣な場合は 、boa七fallが 前後 の davi七head

か ら同 じ長 さに伸され ますか ら、boatは水面 に對 して 傾斜 した ま S 下 される危險が あ るの と、又船體

の 動揺が 前後の 方 向に激 しい 場合に．boat も亦激 し く前後 に動揺 して 、此構遒の davit　head に甚だ

しV ・無 理 を及ぼ す と云 ふ 缺點 とが ある や う に考 へ られ るの で あ ります 。 （雛型寫眞略す ）

　此 圖 は Barelay　gravity　davit と申 して ．外見は Maclachlan式と略 同樣 で あ りますが 、比較的新

し く發 明 され た もの で ．現在英國 の 2 隻 の 船 に 取 附 け られ て 居 る ばか りで ．勿論 R 本 の 船 に は未 だ 探

用に はな りませ ん が 、 之 を Maclachlan 式 と比 較 して み ます と 、
b。at の 降下 作業が 更 に一段と圓滑

に な b 、 安全 な感 じを與 へ る よ う に なつ て 參つ た の で あ りま す。
Barelay 式 に於 て は 、此 の 岡の よ う

に boa七が舷外に振出され た位置に於て 、boa化 及 び davitが船體に及 ぼす 力 の 合 力の 方向が 、　boat と

davit を支 へ る wire 皀口ち boat　fall の 特別 な導 き方 に依 つ て 、此 の 矢 の 方向皀防 本船 の 内下 方 に 向

つ て 居 りますか ら、船體の 上蔀構造 を普通 の 場合 よ りも輕くす る事が 出來 る と云 ふ 點 と．それか ら

dav玉ts が外 舷に振 出され る瞬闇 の 囘轉動作が ．極 め て 圓滑 に行 はれ て
． 衝撃や 振動を少 し も件は な い

點 と の 二 つ が特 に 優秀なや う に思 はれ る の で あ ります 。

　以上 述 べ ま した端艇降下 裝置に 付 て 見ま して も．外國の 當業者が 、此 の 裝置 の 改良 に 付 て は
、 常に

之 を實際 に使 用す る海 員の 立場 を考 へ て 、盆 麦便利 な もの を發 明す る と云 ふ事が 分 る の で あ ります 。

而 し て 我 國に於 て ll， ．海難防止 とか 、海上 安全 の 叫ば れ る今 日．端艇降下裝置 の 如 き重要 な る もの は 、

只外國 人 の 發明を探用す る の み に止 らす 、進ん で 日本 の 船舶 と海員に逋應す る 日本式の 裝置 を．自ら

發明す べ き時機が到來 したの で はな い か と思はれ る の で あ ります 。

　所で 理 想的な端艇降下 裝置を造 り出 す爲 め に は 、如何な る點 を考慮す べ きか と申します と 、第 1 に 、

構造は極 め て 簡單で 、誰 に で も容 易 に 取扱は れ得 る もの な る事を必要 と し ます 。 と申し ます譯は 、船

で boat を下す 必 要の ある場合は．咫 尺 を辨す る事 の 出來ぬ暗夜 とか 、激 浪山の 如 き大海原 の 眞只 中

とか、叉は暴風 雨 の 最 中 とか 、或は潮流 の 激 しい 水 面 とか 、濃霧の 中 とか で あ bま して 、而 も本船 は

沈沒の 危機 に瀕 して 居 る際 と て ．日頃 boat の 取扱 に熟練 して る海員 と雖、甚 だ しく困難 とす るば か

りで な く、全部の 端艇 を同時に降す場合に は．1 隻の boa七 に付て ．熟練 した海員は僅に 2名位しか

掛れ ない 趺態 なの で あ ります 。

　第 2 に、船が如何 な る歌態に 傾斜 し．叉 は動搖 して る時で も、極 め て 安杢 、確實、迅速 に boat を

降下 し得 る事で あ ります 。 船が 沈沒す る際は、普通船醴は甚だ し く傾斜 し、而 も海 上 に 在 て は浪や 、

うね りの 爲 に 、船體が 前後左右に動搖 して 、as　k 不 安な默態を助長す る の が 常で
、 靜か な海面 tc　boat

を下 す事 は殆 ど無 い の で あ ります 。
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　第 3 に 、 降下作業を出來得 れば
．
b ・ at の 中で 行 へ る よ うに 裝置 した VOと思 ふ の で あ ります 。 其理 由

は 、是迄 の よ う に 甲板上で 降下作業に 從事する 船員は 、
boatが水面 に 着い て か ら．最後に何等か の 方

法 で 之 に乗移 らね ば な りま せ んか ら、共 處 に乘 移 り損 ふ 危 險 と 、
boat を本船舷 側か ら放す の に 、時 間

が 多 く掛る不利が 俘ふ の で あ ります 。

　第 4 に 、boat に 人が 乘込 む位置に付て で あ IJます が ．從來は boatを格納 して ある甲板か ら定め ら

れ た 甲板迄下 して ．共處 で 人 k を載せ るか 、叉 は先 に boat を水面迄下 し、繩梯子 に依 つ て 人 々 を之

に 乘移 らせ るか す る の で あ 1ます が ．何れ の 方法 に しま して も．多 少の 不 便や危險 を俘ふ の で あ IPま

す 。 そ t で 理 想 の 方法 と しま して は．普通 ．boa七 の 置い て ある最上 の 甲板で
、 全部 の 人 を boat に載

せ ．其鐙降下 し得 る裝置を考案 し得た ら、甚だ便利だ と思ふ の で あ ります 。 叉斯 くすれ ば、boa七を下
　 ヒマ
す閑 も無 い 程 ．急激に 船が沈む時 、本船 と共 1こ 海 中 tc吸 ひ込 まれ る事 な く、boat と人 とが 安全 に浮び

上 る機禽を造 り得 る譯で あ ります 。

　第 5 に は．勿論經濟的 な もの を 造 る必要が あ る と 云 ふ 事で あ ります 。 從來我 國で boat　davitを薪

し く考案 されぬ 理 由の 「 つ は 、新 し く考案 して も算盤 に合は ぬか らだ さ う で あ りますが ．何 とか して

經濟的 で 而 も優秀なる も の を 、 作 つ て 貰ひ た い と思ふ の で あ ります 。 衄に 申 し上げた 日本の 船 に取附

）・ て 居 る鈎型皀卩ち radial 　daVit の 装置 は 、附屬具共 boat・1 隻 に付て 約 600 圓 、
　Welin　quadrant

式 は約 5，
000 圓 、叉 Maelachlan 式は ．軌道 となる frame の 部分 を除 VOて

、 約 5
，5DO圓 と云 ふ 風 に

、

費用の 點 に於 て 甚だ しい 相違が あ る の で あ ります
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鞠

　現 在の 我國造船術 は 、世界何れ の 國 と比較 し ま し て も 、 遜 色の 無 い 迄 に 發達 して 居 るの tctsらす 、

獨 り端艇降下裝置 ばか bが ．恰 も忘れ られ た如 く．餘 り重要幌 されす に居 る事 は 、甚 だ遺憾に存 じ ま

f の で 、近 き將來に於 て 、使用者た る海員の 立 場 を考慮 した 優秀 なる日本式の 端艇降下裝置が 、發明

せ られん事 を、海員側の 一人 と して ．深 く希望 して 置 く者で あ ります 。 之で 私の 講演を終 ります 。
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海員 の 立場 よ り見 た る 端艇降 下装 置、關川　武 1【げり一

第　　　 1　　　 圖

Boat−davits の 種 類

〉 ＼
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i塑 　　　　　　　　　　一＿ 講 　　　　　　　 演

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　2　　　 圖

　　　　Radial　davit に依 る端艇の 格納．振出，及び 傾斜せ る船舶よ り降下す る時 の 1伏態を示 す
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　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 海員 の 立 揚 よ り見 た る 端艇降下装置 i 關川 　武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 　　 　 3　 　 　 圖

　　　　　　　　　　　　 Welin 式重力 Davit 及 び Barclay式重 力 Davi七 の 作動 を示す

2剄
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討
諮

口冊

會長（今岡純一
郎君 ）　 唯今 の 御講測 幽 し御質問ヌ．は御意見 の あ る御方 は御述 べ を願ひ ます 。 別

段御發言 もな V ・樣 で すか ら、私 よ り一寸申上 げます 。 關川君は船の 操縱 の 立場か ら、b．）at 降下裝置

の design に 謝 し、將來に 向つ て 指針を下 され た事を感謝致 します 。 吾國の 造船術 が世界の 何れ の 國

よ りも劣 て 居 なV ・に も不拘、boat　davitに付 て は遺憾なが ら leve1 以下に ある と云 はれ た點 は 、私

も全 く同感で あ ります 。 之 は兎角日本 の engineer は大 き V ・事を考へ C小 さい 所 を餘 り考へ な）・ 樣で

すが 、夫 は、或 は考へ て も經濟的 に引合 は ぬ と云 ふ 所 か ら來 て ゐ るの で は ない か と思 ひ ます g 現 に私

の 關係 して 居 る造船所 で も左樣な傾向が見 え る樣 に思ひ ます 。 目下海難防止 會も禺來て 居るの で 有 り

ますか ら．重 光 君等が主 とな つ て 戴 い c 御研究 され ん事 を切 に御願 ひ し ます 。 叉 關川君 は本 日海員側

を代表せ られて ．造船業者に 御注意下 さい ま した事 を厚 く御禮 申上 げ ます 。 獪今後 も斯 の 様 な御注丈

を纃 々 御提 出あ らん こ と を御願 ひ した い と思ひ ます 。 終 りに 此有釜 なる御講演に對 し、諸君 と共 に拍

手 して 感謝の 意を表 し度い と思ひ ます 。 （一同拍手）
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